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　わが国 は現在超高歯命化社会を た ど り つ つ あ り， 20年後 には65歳以上の人口の 総入口 に 占

める比率は23．6％に もおよ び ， 先進国 中第 り位になる と予想され て い る ．

　また，女1生の平均寿命も急激に延長 し ， i32歳を超え る に至 っ てい る。こ の こと は ， 閉経

後 ， 女11生が30年間も 生活 する ことにな り ， この 時期の 管理は，本人はもち ろ ん 社会［こと っ

て も重要な問題といえる．産婦人 科学 を全人的な WOmen
’
s　Medicene と考えた 場合 ， 閉

経後の女性に好発する子宮脱や 尿失禁の 診断， 治療 ， そ して 治療 による 患者の QOL の 上

昇 は．今後 ますます増加する中高年女 ll生を対象とする実地臨床 において最重要課題といっ

て も過言で はない．本書は閉経後 に好発する 婦人科疾患の 手術療法に着目 して まと め ら れ

て おり ， そ の大部分 は子宮脱 ， 膀胱脱 ， 直腸脱，尿失禁の 機能 回復，および QOL の上昇

を目的と した，手術法の解説が記載され て い る．

　 しか しなが ら ， 単なる技術の解説書で はなく，中高年女 ll生の術前，術後の 管理や合併症，

創傷治癒，エ ス ト巳 ゲン の作用な ど総論的内容も充実して いる のが特色 とい える ．

　と く に ， 尿失禁に関 しては ， 医療の面 で クロ
ーズア ッ プされたの が最近 という才）が国 に

対 し，urogynecOlogy とい う概念が定着 し，1910ff代よ り ， 尿失禁の 病態 の解明 と治療

に取り組んで きた欧米の産婦入科医 との差を痛感す る程，コ ンパク トなが ら詳 しく記載 さ

れて おり，手術法に関 しても，多 くのバ 1丿工一シ ョ ンが具体的かつ ， 簡潔 ［こ述べ られて い

る．

　ま た ， ク イ トルに Beni8n とあるが，　 PremaLignant と して，子宮頚部や外陰の OIN や

子 宮内膜増殖症の 治療に もふ れ られ て お り n 幅広い 内容とな っ て い る．

　高齢化社会を生きる 我々産婦人科医にとっ て，学ぶべ き点の多 い一冊といえよう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶応義塾大学医学部産婦人科講師　塚崎　克己

鑼韈 鑾難 ＿ ＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （医学書院 ・洋 書部 調 べ ）

覊 難鑾 爨 鑼繍
　本書は全31章か らなり ， 4侶 の 執筆者が婦人科外来診療に重点を置き，その全般にわた

っ て 診断の ポイ ン トおよび治療法に つ いて 解説 してい る．臨床症状や診察所見 に加えて 病

態生理 学， 薬理学 ， 疫学などの 解説も詳 しく，疾病の背景および治療法の選択 にあたっ て

の考 え方がおのすと理解 されるよう に まと め られ て いる。要 点は表に ま とめ ら R ， 診療法
・
検査法お よび手術手技の 実際 は図や写真を適切に配置するなど，親切な搆成 になっ てい

る．また ，イン フ ォ
ー

ム ド ・コ ンセ ン トの 重要性はもちろん の こ と ， 予防医学の観点 か ら，
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経過観察を要する患者へ の対応 ， 地域医療 の充実 を目指 したパラメテ ィ カルの あ り方およ

び現状など，多岐にわ た っ て 解説して い る ことも特筆される。

　近年，本邦の産婦人科診療 において も入院期間 の短縮や外来手術を多く取 り入 れ る傾 向

がみられる．体外受精はその典 型的な例 としてあげられるが，本書で はも う一歩進めて ，

外来扱いで 行う子宮全摘術 の実際につ い て ， 術前 ・術後の管理方法 ， スタ ッ フ の 理解を得
る まで の問題点，憲者の cost −benefitの問題などが詳しく述べ られて いる．直 ち に我々

の 診療 に導入 する こ とは難 しい が，一読する価値のある内容とな っ て いる ．

　婦人科外来診療［こおける ， 新しい ， しか も確立され た知見を得る目的にも，知識の整理
・確認の 目的にも活用できる優れた一

冊と いうこ とができる ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北溏道大学医 学部産婦人科講師　奥山　和彦
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EXEIROI＄E 解答

i．

1 （1） a 　 （2）d 　（3）c 　 （4）b 　 （5）b

2

3

（6）b， d　　（7）c 　　（8）b　　（9） a ，　 b，　 c 　 （10）a，　 c，　 d

（11） e 　 （fi　2）a 　 （13）a 　（14）e 　 （15）b

　研修コ
ー

ナ刊 こ会員皆様の声をお寄せ下 さい。
「
今月の 研修テ

ー
マ 」 に対する質問 や，テ ーマの要望 ， 執筆者 の

推薦など何で も結構で す。

　また推薦図書や書評 ， エ ッ セ イな ども歓迎い た しま す 。 下記 の

宛先にお 送 り下さい 。

宛　先 ： 〒 亅62 東京 都 新宿 区市 ヶ 谷 砂 土 原 町 1− 1

　 　　 　 　 　 保 健 会館 別 館内

　 　　 　 　 　 日本産科婦人科学会

　 　　 　 　 　 研修 コ
ー

ナ
ー
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